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①　事務事業の目的・内容

平成29年度 平成30年度 目標方向

1 4,700 4,800 ↑
2 28 30 →
3
4
5

0 8,580 1.30 8,580

0 0 0 0 0

事務事業Ｎｏ． 12- 3

事業名 農業振興対策事業
会計
一般

施　策
賑わうまち 課名 産業課
働きがいのあるまちをつくる 係名 産業振興係
農業の振興

主要施策
①農業生産基盤の充実 ②担い手の育成・確保

事業
目的 対象 農業者、農業団体

目的（対象がどのよ
うな状態になっている

か）

時代のニーズに即した安全・安心な食料供給を図り、農業の
持つ多面的機能の保全・活用を進め、多様な農業振興施策を
総合的・計画的に推進し、持続可能な農業に取り組みます。

事業内容

景観形成作物栽培事業　・・・町のイメージアップ及び地域活性化を図るため転作農地を有効活用し、
　　　　　　　　　　　　　　コスモスの作付けをします。
生産性向上推進対策事業・・・麦の赤カビ協同防除に対し、麦の品質向上と農家負担の軽減を図る目的
　　　　　　　　　　　　　　として支援します。
認定農業者特別制度資金利子補給金
　　　　　　　　　　　・・・農業経営の効率化及び安定化を図るため、農業者等が借り入れた制度資
　　　　　　　　　　　　　　金の利子補給金を交付します。
経営所得安定対策事業　・・・米や麦、大豆等の畑作物も含めた生産数量目標の検討や対象作物の生産
　　　　　　　　　　　　　　振興策等について協議しています。※東員町地域農業再生協議会運営費
多面的機能支払事業　　・・・地域の大切な資源である農地、農業用水路等の生産基盤を守り、農業の
　　　　　　　　　　　　　　質の向上、農村環境の向上の取り組みを実施します。

②　事務事業の実績・現状及び成果を表す指標の動きとコストの状況

指標

指標名 平成28年度 単位 平成31年（目標）

コスモス畑来場者数(延べ) 4,200 人 5,000
認定農業者数及び集落営農組織数(法人含む) 28 人 30

平成29年度（決算） 平成30年度（決算） 平成31年度（予算）

全体事業費（千円）A+B 42,038 46,877 50,761
財源
内訳

直接事業費Ａ 42,038 38,297 42,181
　　　　　うち一般財源 13,379 12,496 13,415
人件費（千円）B 0 8,580 8,580

内訳
一般職員（人・千円） 1.30

臨時職員（人・千円） 0

③　事務事業の評価、今後の方向性及び業務改善＜※主管課長記入＞

（１）事務事業についての評価及び今後の方向性

個別評価 必要性

今後の必要性 A 必要性は高まると考えられる 有効性

担い手の育成や新規就農者の確保
など、持続可能な農業経営を図る
必要がある。

目標達成度 Ａ達成できた

町関与の必要性
Ｂ町が担うとともに、町民

協働を進めるべき 効率性
対象者の適切性 Ａ対象者は適切である

コストの削減 Ｂ削減の余地がややある

②H３０年
度に実施し
た取り組み

各事業における農業振興施策を総合的・計
画的に推進した。 ④今後の改

善計画

麦の赤カビ協同防除に対する補助
金について、令和２年度までの時
限措置とし、令和３年度に廃止す
る。

総合評価 Ⅱ　継　続（事業を現状どおり継続すべき）

（２）事務事業の業務改善について

①H３０年
度の改善計
画

③取組の課
題


